
平成 26 年度 MIE 職員力アワードについて（案） 

１ MIE 職員力アワードの見直し 

「優良事例の水平展開が進まない」「応募数の減少」という課題を解消す

るために、それまで実施していた率先実行大賞及び同発表会の目的や内容

等を見直し、平成 24 年度に MIE 職員力 アワードとしてリニューアルを行

いました。 

リニューアルなどにより、応募数の増加等に一定の効果はあったものの、

課題の解消に大きくはつながっていないため、今回、職員提案の意見等を

踏まえ、一部、見直しを行いたい。 

２ 現行の課題 

① 水平展開の推進

・アワードを受賞した取組でさえ、他の職場等への活用などの水平展開の

実例にあまりつながっていないように見受けられる。 

・アワード受賞取組等がなぜ、そのような成果が出たのか、成功に至った

ポイント（その業務の企画や進め方で工夫した点など）を伝えることがで

きていない。 

② 応募数のさらなる増加

・良い取組があるのに応募に結び付いていない。 

・幅広い職場での応募が必要である。 

※基本事業の目標項目：事務改善取組の実践（「率先実行大賞」への応募）：

「率先実行大賞」に応募した所属の割合 65.0％(H26 年度) 

③ 参加者数のさらなる増加

・発表会への参加者の満足度は高いが、発表会に参加したことが無い職員

も多い。 

３ 改善策（案） 

① 水平展開の推進

・部局長応援メッセージの中で、単に応援するだけでなく、この取組を今

後、どう部局で活かしていくのかを部局長に触れていただくことで、水平

展開の推進につなげる。 

・メールマガジン「創 ～Next stage～」でアワード受賞取組等の取組（取

組内容、工夫した点、現在の状況、水平展開を図るためのポイント等）を

継続的に情報発信することで、より広く周知を図り、水平展開の推進につ

なげる。
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② 応募数のさらなる増加 

・新たに他薦による職員・グループを表彰する職員表彰を創設することで、

取組を掘り起し、応募（推薦）数の増加につなげる。 

 

③ 参加者数のさらなる増加 

・庁内テレビ放送を活用して本庁の執務室内で発表会の様子が見えるよう

にし、職員に MIE 職員力 アワードを知ってもらうことで、参加者数の増加

につなげる。 
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平成２６年度 ＭＩＥ 職員力 アワード※ 募集要領（案） 

１ 目 的  

―県民に成果を届ける、職員の人材育成― 

―職員の意欲を高め、自ら変革していく組織風土づくり― 

 

〔改善活動分野〕 

意欲的で、成果の著しい職員グループの改善・改革活動のプロセスなどを共有すること 

により、改善手法等を学び、水平展開につなげる。また、そうした取組を表彰することで、

職員の意欲を高め、自ら変革していく組織風土づくりを進める。 
 
〔グッドパフォーマンス分野〕 
「志」を持って行動し、あきらめずに頑張って高い成果を出した職員や職員グループの取 

組を取り上げ、そうした成果や背景の共有・学びを通じて、全庁の組織力の向上につなげる。

また、そうした取組を表彰することで、職員の意欲を高め、自ら変革していく組織風土づく

りを進める。 
 
２ 募集（推薦）対象者  
〔改善活動分野〕 
職員グループ（部局、課、グループ内の活動のほか、ＷＧや職員有志による活動など広く

対象とする。）による 応募 
 
〔グッドパフォーマンス分野〕 
 職員もしくは職員グループ（上記に同じ）を 推薦 
 
３ 募集（推薦）対象取組、募集（推薦）部門   
〔改善活動分野〕 

募集取組は、「みえ県民力ビジョン」の実現に向けて、改善・改革に取り組んだあらゆる

活動を対象とし、以下の５つの部門とする。なお、取組が複数の部門にまたがる場合は、主

な部門を１つ選択するものとする。 

【協創推進部門】 

  県民と「協創」の取組を進めている活動を対象とする部門 

例 団体や地域住民などと連携したり、市町とコラボレーションしたりする等、多様な

主体と連携・協働・創造を高める取組 

【職員力向上部門】 

  意欲・能力等の職員力の向上に取り組んでいる活動を対象とする部門 

例 職員が意欲的に行動できる職場環境づくりの取組や、業務を効率的・効果的に進め

るための人材育成の取組 

【効率化推進部門】 

  業務などの省力化や効率化に取り組んでいる活動を対象とする部門 

例 コスト、業務の手間、時間外勤務の削減などの効率化につながる業務プロセス改善

の取組 

【成果向上部門】 

  実施効果の向上等の成果向上に取り組んでいる活動を対象とする部門 

例 施策の目標達成や高い事業成果につながった効果的な業務プロセス改善の取組 

【自由テーマ部門】 

  上記の部門に該当しない自由なテーマの活動を対象とする部門 

例 県民や地域からの信頼を高める社会貢献活動の取組 

例 業務を通じた環境負荷の低減や環境創造につなげる取組 

例 県民生活や県政運営に重大な影響を与える危機発生時の対応や未然防止対策などの

取組 

 例 県民の信頼を失う不注意によるミス等を無くすための取組 
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７ 応募方法  
D＊BOX に直接入力する。（↓下記のＵＲＬから応募できます。） 

〔改善活動分野〕 
http://ss110035/dbox/view/index.asp?INFO=TVN3eE5qQXNhekEwTURBeU1BPT0%3D 

〔グッドパフォーマンス分野〕 

  http://ss110035/dbox/view/index.asp?INFO=TVN3eE5Ua3NhekEwTURBeU1BPT0%3D&p=& 

※ 応募の際の注意事項 

（１）入力の際には、読みやすく、簡潔な表現 を心がけてください。 

（２）入力内容は、発表会資料やホームページ掲載など、一般への公表を前提 としてください。 

（２）複数の所属にまたがる取組については、まとめて１件の応募としてください。 

 

８ その他  
 改善活動分野において「部門賞」、「奨励賞」を受賞した取組は、事務局より、全国知事会

ＨＰの「先進政策バンク」に掲載します。 
（参考 http://www.nga.gr.jp/app/seisaku/） 
※ 「アワード」とは「賞」の意味です。 
 

問合せ先：総務部行財政改革推進課（℡059-224-2231） 
加藤(PHS5256)・梅村（PHS5226）  
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平成２６年度 ＭＩＥ 職員力 アワード（案） 概要 

分野 改善活動分野 グッドパフォーマンス分野 

目的 ―県民に成果を届ける、職員の人材育成― 

―職員の意欲を高め、自ら変革していく組織風土づくり― 

意欲的で、成果の著しい職員グル

ープの改善・改革活動のプロセス

などを共有することにより、改善

手法等を学び、水平展開につなげ

る。また、そうした取組を表彰す

ることで、職員の意欲を高め、自

ら変革していく組織風土づくりを

進める。 

「志」を持って行動し、あきらめ

ずに頑張って高い成果を出した職

員や職員グループの取組を取り上

げ、そうした成果や背景の共有・

学びを通じて、全庁の組織力の向

上につなげる。また、そうした取

組を表彰することで、職員の意欲

を高め、自ら変革していく組織風

土づくりを進める。 

募集（推薦）対

象者 

職員グループ（部局、課、グルー

プ内の活動のほか、ＷＧや職員有

志による活動など広く対象とす

る。） 

職員 及び職員グループ（部局、

課、グループ内の活動のほか、Ｗ

Ｇや職員有志による活動など広く

対象とする。） 

応募・推薦の別 応募のみ 推薦のみ 

募集（推薦）対

象取組 

「みえ県民力ビジョン」の実現に

向けて、改善・改革に取り組んだ

あらゆる活動 

「みえ県民力ビジョン」の実現に

向けて、高い成果を出した あらゆ

る活動 

募集部門 【協創推進部門】 

【職員力向上部門】 

【効率化推進部門】 

【成果向上部門】 

【自由テーマ部門】 

【ピカイチ部門】 

【モハン部門】 

【コツコツ部門】 

審査員 新規採用職員（発表会の運営担当以外）、部局内の改善・改革の推進を担

当する職員、政策創造員、職員の中から公募する職員などで構成する審

査員（200 名程度） 

賞

の

種

類

と

選

定

プ

ロ

セ

ス 

審 査 員 が

選定 

「審査の視点」ごとに 4 段階の評

価を行い、部門賞(5)、奨励賞(15)

を選定 

共感度 により各部門上位 3 取組程

度を部門賞(3)、奨励賞(6)として

選定 

職 員 が 選

定する賞 

部門賞に選定された受賞取組の中から庁内アンケートシステムによる職

員投票を実施し、職員セレクト賞(1)を選定。ただし、発表は、当日。 

来 場 者 が

選 定 す る

賞 

部門賞に選定された受賞取組の中から発表会に来場した県民の皆さん、

自治体職員に投票をしてもらい、来場者セレクト賞(1)を選定。 

 

知 事 ・ 副

知 事 が 選

定する賞 

発表会当日部門賞の中からグランプリ(1×2 分野)をそれぞれの分野で選

定する。 

 

発表会 部門賞(5) 12分の プレゼン×5 

部長メッセージあり。 

部門賞(3)と知事の 対談 35分程度 

賞品 ・グランプリ カップ、全国出場 ・グランプリ カップ 

・職員セレクト賞 記念楯 

・来場者セレクト賞 記念楯 

・部門賞 賞状、副賞 

・奨励賞 賞状 
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